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ナイル川下流域における石製容器からみた

初期国家形成の様相
―先王朝時代から第１王朝時代を対象として―

１．はじめに

　エジプトの先王朝時代は、ナイル川下流域をその舞台として、続く第１王朝時代に政治的地域統合を達成

するまでの胎動期に位置づけられる。該期にナイル川下流域の社会は工芸の専業化や交易活動、社会的不平

等が進展し、社会経済状況において著しく複雑化していく。一方で、威信財あるいは奢侈品やその素材とな

る資源のコントロールを媒介としてエリート層の形成が助長され、また諸地域を横断するイデオロギーや象

徴的行為といった観念領域の共有が促進される。社会レベルでは首長制社会から国家社会の移行を示し、親

族関係を原理とする社会構造から王権を基盤とする社会構造への変容も認められるため、当該期はきわめて

重要な時期である。

　本卒業論文では、威信財としてのあり方が指摘されている石製容器に焦点を当てた。石製容器は、素材

の獲得から製作に至るまでに投下された労働力の高さからしばしば大規模遺跡における専業的生産を背景

とした物財という認識が強い。既住の研究は、ピートリ（Petrie, W.M.F.）による SD 編年構築（Petrie 1901, 

1920）を端緒として、以降、器形分類や石材研究、技術研究、分布研究といった領野において諸研究者が各

論を展開するに至る。しかし、分類などの基礎研究の充実を評価しつつも、器形や素材となった石材構成の

変遷や分布という具体的な研究が欠如しているのが現状である。総体的な分析が望まれる一方で、威信財と

しての性格を内包する物財を定量的に扱うことができるため、当該期の初期国家形成という社会の様態変化

との関係性を析出することが十分に可能であろう。

　こうした視座に立脚し、本卒業論文では、石製容器の総体的な分析を行い、いかに初期国家形成の脈絡の

中で変化していったかを論じた。

２．石製容器の研究抄史と本論の目的

　先王朝時代の石製容器研究は、ピートリの SD 編年の構築作業に端を発する。以降、器形分類と編年案の

構築（Aston 1994; El-Kouli 1976; Payne 1994）や使用された石材の岩石学的分析（Lucas 1930; Aston 1994）、

製作技術の復原（Stocks 1993, 2000, 2003）、分布研究（Mallory-Greenough 2000）が挙げられる。

　器形分類などの基礎研究に重点が置かれている中で、管見に触れる限り石製容器の分布研究から具体的に

歴史叙述にまで食い込んだ唯一の研究にマロリー・グリーノー（Mallory-Greenough, L.M.）の玄武岩製容器

竹野内　恵太＊

卒業論文概要

＊ 早稲田大学大学院文学研究科修士課程
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の分析がある。マロリー・グリーノーは、先王朝時代から第１王朝時代に該当する玄武岩製容器の分布変化

を分析し、第１王朝時代になると玄武岩製容器は「商人」の手によって分配されていたと結論づけた。しか

しながら、氏の研究は、玄武岩製のもののみに限定したこと、結局のところ先王朝時代と第１王朝時代の比

較のみに終始したため先王朝時代の漸次的な変化を描ききれなかったことが問題点として挙げられる。その

ため、器形や石材構成の経時的変化および分布、また器形と石材の組み合わせといった総合的な分析を試み

る必要性にある。

　先王朝時代において石製容器を分析することは、それ自体の研究史上の意義だけでなく、社会経済状況に

おける発展・変化の著しい該期を理解するうえで、一石を投じることができるだろう。というのも、石製容

器がいわゆる威信財あるいは奢侈品であり、被葬者の社会的威信を表示する物財であると認識されているこ

とにある。ホフマン（Hoffman, M.A.）は、石製容器は岩石がもつ恒久的な物質上の性格ゆえ、エリートが

自身の来世観である永遠性を反映させたと想定している（Hoffman 1969）。このような物財は、しばしば支

配者によって独占的にコントロールされるものであり、政治的権力を拡大するためのツールとして機能する。

ブラムフィール（Brumfiel, E.M.）やアール（Earle, T.K.）らによると、こうした威信財あるいは奢侈品の生

産・交換を統括する支配者の活動は、政治的発展期において共通して強化されるものであるという（Brumfiel 

and Earle 1987）。

　すなわち、本卒業論の目的は、１）器形や石材構成、その組み合わせ関係を通時的・共時的に分析し、２）

時期差と地域差を捉え、３）社会的変化、とりわけ初期国家形成という視座から論じることにあった。

３．対象資料・時期と分析方法

　本論の対象遺跡はアルマント遺跡（Mond 1934）、ナカダ遺跡（Baumgartel 1970; Payne 1987; Petrie 1896 ）、

アビュドス遺跡（Petrie 1901b, 1901c）、アムラー遺跡（Randall-Maciver and Mace 1902）、マハスナ遺跡（Ayrton 

1911）、マトマール遺跡（Brunton 1948）、バダリ遺跡（Brunton and Caton-Tompson 1928）、モスタゲッダ遺

跡（Brunton 1937）、ゲルゼ遺跡（Petrie 1912）、ハラゲ遺跡（Engelbach 1923）、タルカン遺跡（Petrie 1913）、サッ

カラ遺跡（Emery 1949）、ミンシャト・アブ・オマル遺跡（Kroeper and Wildung 1994, 2000）、計 13 遺跡である。

考察の対象である遺物は、これらの墓地遺跡から出土した先王朝時代から第１王朝時代に年代づけられる総

計 1006 個体の石製容器である。本論では便宜的に、アルマント遺跡とナカダ遺跡を「ナカダ地域」、アビュ

ドス遺跡とアムラー遺跡、マハスナ遺跡を「バダリ地域」、マトマール遺跡とバダリ遺跡、モスタゲッダ遺

跡を「バダリ地域」、ゲルゼ遺跡とハラゲ遺跡を「衝突地域（Confrontational area）」とした。

　器形分類については、本論で新たに設定した（図 1）。先行研究を参考とし、6 つのクラスを設定したのち、

個々のクラスではさらにサブクラスを設け、計 30 のタイプにした。クラス 1 は円筒形、クラス 2 は管状把

手付き壺形、クラス 3 は耳状把手および脚台付き壺形、クラス 4 は皿形・鉢形・坏形、クラス 5 は無把手壺

形、クラス 6 はビーカー形である。クラス 3 は、南メソポタミアにその祖形が認められる器形であり（Arkell 

and Ucko 1965）、耳状把手あるいは脚台のどちらかが付属しているものを当クラスに位置づけた。なお、本

論で扱う時期区分はヘンドリックスの編年に基づき、Ⅰ C 期、Ⅱ A-B 期、Ⅱ C-D 期、Ⅲ A-B 期、Ⅲ C1 期（第

１王朝時代）の５期に区分した（Hendrickx 1996, 2006）。

Ⅳ．分析結果

　ここでは、器形と石材構成、その組み合わせの顕著な傾向を時期ごとにまとめて記述していく。
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（1）Ⅰ C 期

　Ⅰ C 期には玄武岩や石灰岩、アラバスターを素材として、器形が地域的に散発でごく少量である。この

時期に主体を占める器形は、クラス 3 とクラス 6 である。とくにバダリ地域とアビュドス地域およびナカダ

地域の間には、前者のタイプ 6a の不在という地域差を認めることができる。このクラス 6 はバダリ文化期

の象牙製容器にその祖形があるため、当器形の地域間の有無は重要な傾向として捉えられるだろう。また、

該期では、クラス 3 は玄武岩、クラス 6 は石灰岩およびアラバスターという明確な石材選択にある。

（2）Ⅱ A-B 期

　該期もⅠ C 期に引き続き、石材構成に変化はなく、上述した地域間におけるタイプ 6a の有無も継続して

見受けられる。Ⅱ A-B 期では、タイプ 1c およびタイプ 2b・2e が若干数出現し始めるとともに、クラス 3

は玄武岩だけでなく、石灰岩や大理石も素材として用いられるようになる。また、クラス 3 が主体を占める

ナカダ地域とアビュドス地域に反して、バダリ地域ではクラス 2 と 5 のみ出土し、器形において両地域間で

地域性が表れている。しかしながら、全体的に主流である器形と石材構成は前時期と比べそれほど遜色ない

と言ってよい。

（3）Ⅱ C-D 期

　従来指摘されているように、管状把手付きの壺形であるクラス 2 が該期に急増する。また、クラス 4 も同

様に増加を見せ、前時期までのクラス 3 および 6 という器種構成と取って代わるように、クラス 2 と 4 が増

える。クラス 2 については上下エジプトで共通して出土しているが、下エジプトではクラス 4 が圧倒的多数

を占める。翻って上エジプトにはクラス 4 がほとんど出土せず、上下ジプト間で明確な地域差が表れている。

一方で、上下エジプト全域で均質的な形態（クラス 2 と 4）と東部砂漠由来の硬質な石材（粘板岩・凝灰岩）

および火成岩類（角礫岩・斑岩・蛇紋岩）への指向がみとめられた。東部砂漠で産出する石材を用いた石製

容器に関しては、該期ではナカダ遺跡で排他的に出土し、当遺跡を離れるごとにその数は減少傾向にある。

図１ 本卒業論文で設定した石製容器の器形分類案
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このようなナカダ遺跡を中心とした石材構成のグラデーションは、おそらく東部砂漠へアクセスしやすいワ

ディ・ハンママートおよびワディ・ケナに近接した地理的差異に起因していると考えられる。また、多様な

石材が使用されることと並行して、器形に対する石材の選択はこの時期になると完全に乖離する傾向にある。

（4）Ⅲ A-B 期

　第１王朝時代の直前期であるⅢ A-B 期にも急激な変化を示し、クラス 1 や 4、5 が主流となり、石材もア

ラバスター、次いで石灰岩への指向が顕著なものとなる。この段階になるとナイル川下流域全域で地域差は

完全に消失し、石材構成についても同様な傾向を示す。また、石製容器の絶対量も飛躍的な増加を見せる。

（5）Ⅲ C1 期

　国家的統一段階、第１王朝時代（Ⅲ C1 期）を迎えると、王墓地に比定されているアビュドスとサッカラ、

ローカルエリート墓地であるタルカンとミンシャト・アブ・オマルの両者で形態と石材において著しい地域

差がみとめられる。後者ではアラバスターや石灰岩を用いてクラス 1 および 4 といった簡素な形態しか出土

しないが、前者は把手付きの壺形であるクラス 2 など多様な器形と石材の石製容器が夥しい量出土する。た

だ、サッカラには片岩の割合が顕著であり、アビュドスには見られず、石材構成において差異がある。

４．まとめ

　上述した結果から、まずⅠ C 期には二つの異なる系譜にある石製容器を捉えることができる。玄武岩を

素材とするクラス 3 は、化学分析によってデルタ地帯南端部からファイユーム周辺で産出するものを用い

ていることがわかっているため（Mallory-Greenough 1999）、おそらくマアディ遺跡で製作されたクラス 3

の玄武岩製容器が上エジプト地域へ搬入したと指摘されている（Guyot 2008; Mallory-Greenough 2000）。一

方、クラス 6 は、バダリ文化期の象牙製容器にその起源を求めることができ（Adams 1988; Arkell and Ucko 

1965）、該期において下エジプト由来の石製容器と上エジプトにおいて伝統的な器形をもつ石製容器といっ

た二者の系譜を認めることができるだろう。

　こうしたⅡ A-B 期までの様相は、続くⅡ C-D 期に大きな画期を迎えることとなる。クラス 2 と 4 への転換、

石材構成の多様性がその一つの傍証となる。様々な素材をもって一様の器形が地域的に横断する形で見られ

ることは、ケーラー（Köhler, E.C.）が指摘するような、各地域センターを跨いだ工房ネットワークによる

技術的共有として捉えることができると考える（Köhler 2008）。統一国家直前期であるⅢ A-B 期になると、

前時期と比べ飛躍的な量が生産されるようになる。円筒形や鉢形、無把手壺形といった器形は、把手の作出

がないことや内面を垂直に穿孔・研磨するだけでよいため、把手のついた壺形よりも加工しやすかったので

あろう。また、ほぼ加工のしやすいアラバスターと石灰岩に限定した石材構成を示すことからも高い度合い

の規格化を示す。該期より石製容器は大量生産の下で製作が行われていたと指摘できる。Ⅱ C-D 期にすで

に規格化が進展していたが、Ⅲ A-B 期の国家形成段階でより進行した様相を見せる。Ⅱ C-D 期には石製容

器の器形に地域差が存在すると言ってよいが、Ⅲ A-B 期には上下エジプトで器形・石材ともに差異が消失し、

その社会背景に政治的統一の動態を認めることができよう。一方で、Ⅲ A-B 期までクラス 6 がゲルゼ遺跡

とハラゲ遺跡を北限として、上エジプト地域にしか出土しない。クラス 6 が新石器時代のバダリ文化の系譜

にあることを勘案すると、興味深い傾向であると言える。

　そして第１王朝の幕開けとともに、器形および石材構成は王墓地あるいは高官墓地のアビュドスとサッカ

ラ、ローカルエリート墓地のミンシャトとタルカンの両地域で二極化を示す。前者に多様な器形と石材をもっ

た石製容器が排他的に出土することは、該期の地域的な権力差を垣間見ることができる。この時期から石製

容器生産において、王あるいは中央機構に従属した工人集団やその下で統括された石材の獲得・分配システ
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ムがあったと想定しても差し支えないだろう。

５．おわりに―課題と展望―

　本卒業論文では、これまで具体的に分析されてこなかった石製容器の器形および石材構成、そしてその組

み合わせ関係の変遷と分布を追った。時期を経るごとに、徐々に器形と石材において地域性は消失するが、

第１王朝時代になると地域的な権力差を背景とした地域性が出現することを捉えた。結論として、初期国家

形成という社会様態の変化の中で、石製容器もその性格が変容していたと解釈する。おそらくⅢ A-B 期以

降の規格化および大量生産化の以前は、希少品あるいは外来のステイタスを表示するようなものであった可

能性を指摘できる。加えて、石材資源という視点からも初期国家形成を論じられる可能性を示すことができ

たと思う。本卒業論は報告書レベルから脱する分析ではないが、総体的かつ仔細に分析することで、石製容

器の変化と初期国家形成の動態を理解でき、また新たな知見を見いだすことができた。

　しかし、あくまで報告書の情報であるため、容器の法量や表面の研磨、またサイズに関して分析項目を設

けることができなかった。各報告書にある石材同定の精度も一概に信用することはできない。これらの反省

点は今後実見および資料化することで解消していきたい。

　また、石材選択と技術選択の間にある関係性も問題として残すところになった。素材となる石材の性質は

一様ではなく、その性質に沿った技術や工程は異なっていたと想定する方が妥当である。とく減算的に製作

していく石製容器、ひいては石製品の場合、石材ごとの確固たる技法が存在していたはずであろう。つまり、

石材の選択と技術の選択の間には何らかの関係性があったはずだし、器形の違いを技術的相違に求めるので

あれば、Ⅱ C-D 期における関係性の乖離は、そのような製作技術の側面からも重要な現象として捉えるこ

とができる。石材選択と技術選択の観点は、同様に石製品一般にもアプローチしていくべきである。

　そして埋葬行為という側面からも分析し、議論していく必要性がある。素材の獲得から、製作・加工、分

配、副葬といった遺物のライフヒストリーを論じることで、はじめて一つのモノからその背後にある社会の

実像を追証し、描き出すことが可能となる。
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